DirectConverter手順書

＜DirectConverter変換概要＞

　本コンバーターはSA/SR-10及びSA/SR-20シリーズのプログラムをＰＬＣから

　アップロードし、Ｓシリーズ用ＰＬＣのプログラムに変換し、Ｓ－６２Ｐ形式のﾌｧｲﾙで

　保存するコンバータソフトです。

　１．変換

　　　　　　　　　①ｱｯﾌﾟﾛｰド


　　　　　　　　　　　　　①保管　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②変換　　　　　　⑥インポート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④

　　　　　　　　　　　　　　　SA/SRデータ　　Ｓ言語ﾃﾞｰﾀ（S-62P）

　　　　　　　　　　　　　　　　（Ａ）　　　　　　（Ｂ）
　　この変換ツールの動作は下記の手順になります。
1 ＰＬＣからユーザプログラムをアップロードし、アップロードしたデータ

　　　　（プログラム）をファイル（Ａ）に保管
2 アップロードしたファイルデータ（Ａ）をＳ言語に変換
3 変換後のＩ／Ｏ番号の割付状態が表示
4 Ｓ言語に変換されたデータ（プログラム）をファイル（Ｂ）に保管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｓ－６２Ｐのファイル形式）

5 次に、③項の割付データをＥｘｃｅｌ形式でファイルに保管

２．DirectSOFTへの取り込み
6 DirectSOFTのインポート機能を使って、(Ｂ）のファイルを読み込み

＜インストール＞
1． CD-ROMを開くと、３個のファイルがあり、その中のDconvert.EXEを

　　ダブルクリックしてインストラーを起動させます。
2． インストール先などを指定して、インストールを行ってください。
3． インストール完了後、自動的に、「DirectConverter」のショートカットができます。

＜DirectConverter操作手順＞

DirectConverterを起動しますと、４つのボタンがあるメイン画面が表示されます。

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　ＰＬＣからのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ～変換までの一連の操作を行います。

　　　　　　　　　ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞﾌｧｲﾙを指定して変換操作をおこないます。

　　　　　　　　　上記の「アップロード」ボタンで、アップロードだけを行い、後日

　　　　　　　　　変換を行うようなときに使用します。

　　　　　　　　　通信ﾎﾟｰﾄ、ﾎﾞｰﾚｰﾄ等の通信条件を設定します。

　　　　　　　　　DirectConverterを終了させます。
ﾞ

　　　　　　　　　ボタン選択

1． ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞﾌｧｲﾙ保存画面
　　　ＰＬＣからｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞするSA/SRのプログラムを格納するファイル名を指定します。

　　　「ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ開始」ボタンを押すと２項に移ります。
2． ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ画面
　　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをＰＬＣから読み出し、Ｓｼﾘｰｽﾞ言語への変換をおこないます。

　　　変換が完了すると３項に移ります。
3． Ｉ／Ｏ割付一覧画面
　　　ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ、変換が完了すると、Ｉ／Ｏ番号の割付結果の内容が画面に表示されす。
　　　割付内容はよければ、「ＯＫ」ボタンを押します｡そして４項に移ります。
　　　Ｉ／Ｏの割付内容を変更したい場合は、「Ｉ／Ｏ再割付」ボタンを押します。
　　　操作は６項に移ります。
4． Ｓｼﾘｰｽﾞﾌｧｲﾙ保存画面
　　　ここで、Ｓｼﾘｰｽﾞに変換されたプログラムの保存ﾌｧｲﾙ名の指定及びＳシリーズ
　　　ＰＬＣの機種ｺｰﾄﾞを選択して「保存」ボタンをおします。

　　　データは保存され、５項に移ります。
5． Ｉ／Ｏ割付ﾌｧｲﾙ保存画面
　　　　３項で表示された割付内容をＥｘｃｅｌ形式で保存するﾌｧｲﾙ名を指定し、「保存」
　　　　ボタンを押します。一連の作業が完了しメイン画面にもどります。

6． Ｉ／Ｏ再割付画面
　　　変更したい番号のところにカーソルを移動させ新たなＩ／Ｏ番号を順次入力

　　　します。変更個所の入力が完了したら、「変換」ボタンを押します｡
　　　変換作業を行い３項に戻ります。
　　　　このﾌｧｲﾙは後日、Ｅｘｃｅｌを開いて確認することができます。


7． 変換ﾌｧｲﾙ指定画面
　　　事前にＰＬＣからアップロードして保存したファイル名を指定し、「変換」

　　　ボタンを押すと変換作業を行います。変換が完了すると３項に行きます｡
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